
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食事の意義について 

  

歯科衛生士 細川 江利   

毎日寒いと温かい食べ物が食べたくなりますね。 

おいしいものを食べることはお腹を満たすだけでなく、脳が活発になり活性化します。 

食事が運ばれてくるとおいしそうな匂いが漂ってきます。 

すると、鼻から入った刺激は大脳辺縁系にある嗅覚中枢に入ります。 

また、食事を用意している音や「ごはんですよ」という呼びかけは、 

耳から入り側頭葉の聴覚中枢へ伝わります。テーブルに並んだ食べ物 

を見ると、その視覚刺激は後頭葉の視中枢へいきます。「どれから食べようか」とあれこれ迷うこ

とは前頭葉を刺激しますし、食べ物に手を伸ばし、口に入れて飲み込むことは前頭葉のいちばん

上の運動野や感覚野を刺激します。更に、口に入れた食べ物に対する味覚は味覚中枢に達し、 

「ああ、おいしかった。また食べたい。」と感じると、前頭葉が刺激されます。 

このように、口から物を食べるだけで大脳全体が活発になる効果があるのです。 

1日 3回の食事を 1ヶ月行えば 90回になります。この毎日の繰り返される生活行為が脳を活発

化させ、高齢者を生き生きさせるのだといえるでしょう。 
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2 月の行事 

2 日（火） 節分 

9 日（火） 誕生
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